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固定費用の存在と新財の出現

西 川 憲

は じめ に

｢市場原理｣は,｢価値｣ある財から優先して市場化するインセテイブを備えているのであろ

うか｡一般均衡論およびマクロ主流派経済学は,固定費用は無視できる存在であると安易に仮

定した｡このことがの ｢凸性の仮定｣を採用させ,既存の財種間での最適配分問題だけを主要

分析課憲にしてしまった｡なぜなら,｢凸性｣仮定のもとでは,価値あるすべての財種は既に

市場に存在していると想定でき,生産されないすべての財種を分析視野から消しさることがで

きるからであるoLかし,先進国では新財の開発 ･生産が,また発展途上国では先進国の財

- 当該国では新財- の輸入 ･生産が,経済成長の原動力である.経済分析における ｢新

財の出現｣,換言すると ｢Bl走費用の存在｣の重要性を示したのが,ネオ･シュムベータT)ア

ン･モデル (内生的成長理論)であるユ)｡

この論文では,｢非凸性｣の下で ｢市場原理｣は,価値ある新財が出現しないケースがある

こと,また,このような新財を市場化させるために,たとえ当該財の生産に独占権を与えたと

しても,この間是は適切に解決されないことを指摘する｡

Ⅰ.課題 と基本的枠組み

1.間違の所在

今日,我々は多数の財を生産し消費している｡いま,希 い 1図と第1-2図で表されるよう

〔キー･ワーズ〕

固定費用,新財,消費者余軌 二部料金制

*この静文は金曜セミナーで発表し.有益なコメントを受けた.ここに記して感謝するo

1) この指摘はRomer(1994)によってなされている｡また,内生成長理飴の集大成としてGrDSSman

& Helpman (1992),Barro皮 Sala･i･Martin (1995)がある｡なお.Cheng良 Dinopoulis(mimed,

1992)は既存財の改良と新財の出現の関係をモデル化して,景気循環と経済成長を同時に配明してい

るoRome'(1994)とCheng良Dinopoulis(mimeo,1992)の要削ま,拙句臥 西川 (1996)の付論で

紹介している｡



44

PI

潅済学雑誌 第98巷 第4号

図1-1 大きい耗消費者余剰 図1-2 小さい純消費者余剰

x. cpk x,O X1 0 x2

な,二つ財の ｢消費財｣Xhx2があり,捻需要関数Dl,D2そして不変の単位生産費用 Cを想

定しよう｡｢完全競争｣を仮定すると,｢豊かさ｣の有力な経済指標であるGNf■は,各財の単

位価値をPl-P2=±Cと評価し,最適需要量をXl*-x2*とすると,濃い網かけ部分がGNP=

C(Xl'+x2+)として測定される｡新財の出現が無視できるケースでは,GNPの成長率と ｢豊

かさ (稔効用)｣2)の増加率の禿難は問題にならない程度のものであろう｡なぜなら,前期と今

期の財種数に変化がないので,耗消費者余剰が含まれているかどうかはほとんど開署にならな

いだろう｡しかし,新財が外国から積極的に導入されたり.あるいは,新財が多数出現する高

度成長期の ｢豊かさ｣の増加を,単にGNPで測定すると過小評価になるだろう｡なぜなら,

新財がもたらす新たな消費者余剰が抜け落ちてしまうからである｡この間題を解決するた桝 こ

は,｢効用 (消費者余剰)｣概念を考慮して成長率は測定されるべきである.

次に,弟1-1回と第ト 2図に描かれたような二財の内どちらか一方が市場化されるという

ケースを想定しよう.このとき ｢市場原理｣は,純消費者余剰の大きい財Xlを出現させるイ

ンセンティブを備えているのだろうか｡

最後に,新財の出現は経済成長の原動力である｡同時に,経済的豊かさを増加させる原動力

である｡換言すると,新財の出現がもたらす純社会的余剰増加は既存財のコスト削減がもたら

す耗社会的余剰増加をはるかに凌駕するケースがほとんどであろう｡

以上から,この論文は新財の出現を分析課麓とする｡ただし.ここでの分析枠組みは,新財

の出現がもたらす部分均衡分析であり,純消費者余剰に焦点を放って分析する｡

2.効用関数と需要関数の測定

集計された家計の効用関数を ｢準線形選好｣型の

(ト 1) U(X,L)=Xq+L. ただし,L=RF-N

と仮定しようOここでXは消費財の数量を表わす｡また,面は所与の最大可能な労働量,N

2) 経済的豊かさは,淡い網かけ部分の耗社会的余剰 (ここでは純消費者余剰に等しい)か,それに浪

い網かけ部分を含めた租社会的余剰で測定される｡
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は雇用量を表し,したがって,Lは余暇量を示す｡

いま,第2回で,縦軸にL,横軸にXをとり,準線形選好型のある効用水準 U-Klをもた

らす無差別曲線と,効用水準 U=K2の無差別曲線を措く.このとき,二つの無差別曲線は単

なる上方移動を示し,無差別曲線間の効用水準の差(K2-Kl)紘,縦軸の余暇量Lで正確に表

現される｡

第2回 平行的無差別曲緑

L

0 ∬
次に,上述の効用関数から財Xの需要関数を導こう｡財Xの価格Pそして予算 面を所与

とし,賃金率を1に基準化する｡いま,集計された家計の予算制約を

PX+L-N

とすると,これを効用関数 Uに代入して

U=Xa+L=Xo+N-PX

をうる｡最大化の必要条件

dUaX=aXq~1-p-0

より,財ガの需要関数は

(ト 2) P=aXq-1

となる｡即ち,財Xの需要は価格pだけの関数となり,予算 RFには全く依存しない｡換言す

ると,無差別曲線の限界代替率は,

dL/dX=-aXα~1

となり,Xだけに依存し,所得効果はゼロである (幕2匡lの破線で表された予算線とX*参照)｡

ここで,効用関数が準線形選好型のもとでの需要関数の特徴を検討しよう3)｡簡単化のため,

財Xが ｢整数値をとる非分部材｣であるとしよう｡ある ｢消費者A｣について,価絡 p (早

位基準は単位余暇価格あるいは賃金率である)が非常に高いならば消費者Aは,1単位も購

入しないであろう｡逆ならば,初めの1単位は購入するであろう｡この間に,｢購入する場合｣

と ｢購入しない場合｣とが無差別になる価格 ｢留保価格 rT｣が存在する｡効用関数が準線形

3) vanan(1990)の弟6幸参頗C
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選好型 U(X,L)-V(X)+i- ただし,V(0)-0とする- ならば,第1財Elについての無

差別は

UA(0,L)=Û (1,L-rl)- VJl(o)+L=V̂ (1)+L-yl
- rl-VA(1)-V̂(0)

で表される｡つぎに,第2財目までを購入する場合の留保価格をr2とすると(即ち,P=r2で

購入し支出額2r2),第2財目までを購入するかしないかの境界点でおこる無差別は,

Û (1,i-r2)-Û (2,Ll2r2)-→ VA(1)+L-r2-V̂ (2)+L12r2

-→ r2=VA(2)-VA(1)

で表される｡以下同様にすると,留保価格は.消費者Aにその財の追加的1単位を選択させ

るのに必要な効用の増加分を測っていることを意味している4)｡留保価格の測定単位は単位余

暇価格なので,財Xの効用は ｢余暇量｣で正確に表現される｡限界効用逓減を仮定すると.

Y.>Y2>･-･･となり.階段状の需要関数をうる｡ このylを集計すると,財Xの粗消費者余剰が

測定され5),これは ｢余暇量｣によって正確に表現される｡

ここで ｢非分割財｣の仮定をはずして連続分析にしよう｡このとき,例えば,第3図の需要

関数 yAが描かれ,その租消費者余剰 (効用)は需要関数rJLを積分した値 (淡い網かけ部分)

で表される.同様に,消費者Bの需要関数をrBとして,横軸方向に加えると集計需要関数 Y

がえられる｡このとき,集計需要関数 γの租消費者余剰は,消費者Aとβの租消費者余剰の

集計量に等しい6)0

第3図 需要棟の集計

この財Xについて集計された需要関数が,(Ⅰ12)式の形をとるケースを分析する｡

4) 留保価格は,Lの丑には依存しない｡

5) ∑."rI-V̂(n)

6) 消費者Bの租消費者余剰は,｢浪い網かけ三角形｣と底辺の長さと高さが同じになるので面積は等

しくなる｡
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1I.多数新財塑モデル

ここでは,集計された家計の効用関数を
l-■

(Ill) U-∑XP･+L, ただし,l=1･),k.･n,0<α∫<αk<1,L…廊-Ni=1
と仮定する｡Lは余暇量を,Nは雇用量を示すCただし,ここでは潜在的な新財XLだけを定

式化する｡しかし,この定式化の前提として,市場化されている既存財種が多数存在し,それ

らに対し多数の〃が既存財の生産に投入されているだけではなく,なお十分な上が存在する

ものと想定する｡この想定は,｢Lの限界効用を不変｣と仮定することの現実的な説明である｡

また,効用の無差別曲線で表されるように,Xの指数α.の違いは,余暇Lと財X.の (X,ど

けに依存する)限界代替率- 各無差別曲線の勾配- の違いを表している｡

次に,新財XIを開発 ･生産する企業の生産関数を

(Ⅱ-2) XF (N.-NJ) - N,-X.+Nf,

と仮定する｡雇用された労働量N,のうち,N/は (各財とも同じ)固定費用であり7),残りの

可変労働量 (N,-N/) の労働から財Xが生産されるCなお,可変労働 1単位から財XJが 1単

位生産されるように基準化している｡

1.家計と企集の融合型モデル

集計された家計が財の生産技術を知っており,家計が直接生産するケースを想定しよう｡換

言すると,生産関数(Il-2)を制約条件として,効用関数(1-1)を最大化する｡最大化の必要

条件から,

(tI-3) XRl=α,1′11-q''

(II-4) NRT-XRT+N/=αLl′̀lla''+N/

という解 (XRt,NRT)がえられるOさらに,財X,が生産される必要条件として,各財X'につ

いての効用粂件

(Ⅰ-5) UiF=(XRT)q'+N-NRT≧N - (胡 )4LXJR7≧Nf

を満たしていなければならない｡というのは,当該財を生産しなくても効用 RFを享受できる

からである｡以上から(Ⅱ-5)の条件は.

αlq'/ll-q'LaJl′u-a')≧ N/

(1-ὰ)αlqJ'11~aJ)≧N/

(Ⅱ16) FI≧N/ ただし,Fl=(1-αL)aJa'/(I-加

となるo(F,を用いると,URt-F.+廊IN/と書き換えられる).

ここで,F関数はaだけの関数となり,F関数の形を調べてみよう (ただし,途中の添字 t

7) 多期間の場合に札 利子斉用プラスと減価償却費用と考えればよい｡
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は省略する)0

(関数F≡(1-α)aα/(11α)の形について)

(い 7) F=(1-α)y, ただし,y=α 4''トα'

とおいて,∫をαで対数微分すると,

dF j;dα-i(1-α)~2loga<0

となるoF関数の極値を知るために,y関数の形を調べると,

dy/dα-y(1-α)12(logα+(1-a))<0

となるCさらに.y関数の極値を調べると

logy-1-(a/(1-a))log(1/a)-log(1/a)/((1-a)/a)

/≧log(α-I),g≡(1-α)/a=α~1-1,

f'-(da-1Jldα)/a-1--1/a,g′Z=-1/a2

1im (logy-1)-tim(他)-1lmV'/g′)-tim(a)-0, ∴ y.4+0-1
a-･0+0

11m (logy-1)-lim(他 )-llm(/′/g′)-timα-1 ∴ yaーL_○-e-1
a-1-0

より,y関数は第4回で表される｡以上より,関数Fパま.(Il-7)より第5回で表される｡

第5回

0 2ー1 1 a 0 ak 1 aL
(以上)

この第5区lを用いて,｢家計と企業の融合型｣ケースの結論を要約すると,

① (Ⅱ-6)より,固定費用NJがないならば,すべての新財は市場化の対象となるo

② (打-6)より,固定費用 NJが存在すると,0<α.≦αRの間にある新財X,だけが市場

化の対象となる｡

③ 新財が生産されるならば,生産量は限界効用と限界費用が等 しくなる点まで生産され

8 8)O

④ ただし,固定費用 NIを各家計がどの様な方法で負担するかという課恩は残る｡
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2.家計と企集の分離型モデル

資本主義経済では,家計は財の生産技術を知らないケースが現実的であり,以下では,家計

と企業が分離されたケースを分析する｡

初めに,家計が市場価格を与えられたものとして効用を最大にするように意志決定すると仮

定しようD予算制約を
l-■
∑p,x.+L=jVJE1

とすると,集計された家計は,次の効用関数 U
llh I-Jt _ I-I

([-8) U=∑XIq'+L=∑Xlα'+N-∑PIXi
J-) I-I J-)

を最大化するO最大化の必要条件 ∂U/aXl-0から

(1-9) PI-αlXP'11

が導かれる9)oこれは,企業が直面する財X.の需要線を表わしている｡

ここで,効率性の必要条件である ｢企業が限界費用に等しい価格を設定する｣ケースを検討

してみよう.生産関数式(Il-2)より,限界費用は1なので,各新財について企業利潤7re.は,

(tI-10) 汀cL-P.X,-(XL+Nf)-XL(PL11)-N1--NI

となる.したがって,固定費用N/が存在する限り,経済効率の必要条件である限界費用価格

を強いる競争環境 (完全競争あるいは規制)の経済システムは,たとえ (後述するように)当

該新財の出現に ｢価値｣があったとしても開発 ･生産されない｡しかし,固定費用Nfが存在

しないならば,完全競争の市場原理は効率条件PF lを満たし,すべての新財を生産し,｢家

計と企業の融合型モデル｣と同じ生産量を実現するインセンティブを備えている｡

それでは,固定費用N/が存在するケースでも,当該財XJの開発に成功した企業に,例え

ば特許による ｢独占権｣が与えられる場合にはどのようなことが起こるであろうか｡独占企業

は,需要線(Ⅰ-9)と生産関数(Ⅱ-2)の下で,利潤7EIを最大化する｡利潤最大化をもたらす

生産量易 荒,価格PB.,利潤 7弦 は,利潤関数 打Eより,

(Ⅰ-ll) 打FPLXJ-NL=aXErJ-LXrN/

d7rI/覗 -α2xa'11-1-0

より,

8) 限界効用はcr.XP'-1であり,限界費用は1より.

afXIqJ~1-1

となる｡これより,XL- α一l/(1~q')をうる｡これはXRn=等しい｡

9) ラグランジュ関数Lをもちいると
l.)I _ Ld■

L-∑XF'+L+)(N-∑PLX l-L),
tEZl ト･1

∂エ/即rl-aiXPIJl-APl=0
∂LPL=111=0

をうる｡
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(Ⅰ-12) Xh,*F α2′(1~a''

(Ⅰ-13) P最-αll
(II-14) 城 -X.(P,I1)-NJ=α一l/(1~a')(α,-1ll)-N[

=(1lα,)α.ll'a')I(I-q'LNJ
-αll/(1-q')FJ-N/

- 打V.-N/, ただし, 恥声(1-αE)aL(l+a'J/(I-4')

となるoそこで,7rp.の形を調べると,第7図のようになる｡したがって,独占利潤 7諾,紘,

(垂直方向でみた)だV.曲線と水平線N/との ｢差｣として表わされる｡

(関数Z-dl'aMllα)と汀p-(1-α)Zの形について)

途中の添字tを省略し,7rB;を

7T蓋-(lla)a{1+α)/tl~α'-Nf
-(1-α)I-NF ただし, 2= α【1'q)/LL-a)

=7rv-N/ ただし,冗,≡(1-α)a

として,まず,関数2-α(1+a)/tJ-a)から調べる｡

log2-((1+α)/(1-α))logα

dlogz/da-lt(1-a)-(1+α)(十1))/(1-α)~B]logcr+(1+α)/(11α)a

ddiα-a(1-α)-2(2logα+(α~lla))>0

■/ H…210gα+(α-1-a),dH/dα<0, 却aE1=0

次に,Zの極限を調べると

logZ=Joga/((1-α)/(1+α)),

lim (logZ)=1im(-ooJq)--∞ ∴ za_o+o=O
a-0+0
lim(logz)-tim(α-I/(-2/(1+α)2))-lim((1+α)2/(-2α))--2,

○･一1-○
∴ Za-1-0=e12

次に,7rvの極値を求めると,

11m 花p=llm(1-α)2=1×0-0, 11m qv=llm (1-α)2-0Xe-2-0.
4-0十O Q一･0+0 0-→1-0 0･-1-0

となる｡そして,恥の形を調べるため微分すると,

d打/dα-d(11α)Llda--1+(1ICE)dz/dα

=tz/(llα))(2logα+αll-1)

となる｡ここで,G…210gα+αll-1と定義し,G関数の形を調べると,

dG/da-2αJl-αL2-α-1(2-αll)

となり,G関数は,0<α<1′2において減少しlD),1招 くα<1において増加するoLたがって,

10) Gはα-0.28で ｢正｣値を,029で ｢負｣値をもつ｡
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α-1ノ2で ｢負｣の最小値 210g(1ノ2)+1をもつ｡また, llmG-0+1-1-0｡その結果,0
■-1-○

<α<1において,Gは一度だけ ｢正から負｣-値を転換し,その転換点のαをα-α〟とする｡

aNは G式である

2logcrK+αM-1-1=0

の解である(第6図参照).

第6回 関数G

G

第7回 利潤関数

1 α O PAL l αL

以上より,恥 の形は第8回のようなひとつの最大値をもつ関数である｡(以上)

次に,財X,が生産されるとき,財X,にTjしこ七の(集計)家計の最大効用は,([-8)から,

(Il-15) Um*.-XR.a+府-p点,Xi- αrr･'(1-q･'+RLallα㌢ 1̀-州

-(1-α一)afd'll仙αF州 In'+RF

-αIa'/(l~q')FL+N

-Uvl+N, ただし,UpJ…(1-αl)O,Q…al2q'/u-qL)

となる11)oUptは (X,*a-P.*X.～)に等 しいので,財 X,が消費されたときの ｢純消費者余剰｣

を示している｡そこで,U.Jの形を調べると第 8図のようになるC

最後に,財Xバこついて独占企業生産が実現した時の効用と独占利潤の総計をS,悪.とすると

(Ⅱ-16) Sm*.-U諾,+城 -α㌢〟'1-aL'F,+廊+α,1'̀1-a.'FrNf

ll)予算面はその他の府でもよい｡なお.Pと予算面を所与として,津線形選好をもつ家計の予算

制約下での最適必要条件は,いわば事前選択緒果であると考えられる｡というのは,企業は利潤最大

からPm'"X3,.Nn,+,を選択するが,そこにはPEぷ =NE,+花鳥 という関係がある｡したがって.

Pm*.xn,*I>N",事が起こりうるが,これでは当該雇用賃金N諾.で効用最大化をもたらすPま,X3.を購入す

ることはできないo不足資金は余暇Lの減少,即ち,労働の増加ANによって支払われることになるC

当惑企業でのANの雇用はありえないので,(例えば,投資投階の)その他企業での労働で賄われる

か,労働負債証書で支払うことになるOただし,本稿の鎗点は,新財の出現分析なので. この問題は

直凄的には関係ない｡



52

U,I,¢

経済学雑藩 第98巻 第4号

第8周 効用開放U,I

=(cr,-1+1)αZ/u-a'F,+府+Nl
=h.･FI+N-N/ ただし,hL≡(a)-1+1)ar(l~qI'

-SpL+N-N/ ただし,Svl=hl.FI

となる｡

さて,上述のUv.と冗p.とSU,を同じ平面に掛 ､たものが第9図である12)0(II-15)より家計

効用はU諾,>府を満たすので,新財の出現から常に消費者余剰を得る｡他方,独占企業は,

(Ⅰ-14)より砿 -7rvlIN/が ｢非負｣になる場合に限り財X.の開発 ･生産を決定する｡今,

固定費用線N/が7FuL曲線を切断し,その切断に対応するqの範囲をα伽.≦αF≦α∬2とする.

以上より,第9図が示唆する経済的意味は,

① ｢家計と企業の区別のない融合型モデル｣では,新財札 純社会的余剰 (耗消費者余剰

でもあり純生産者余剰でもある)の大きい順序にしたがって,すなわち1-1から服にt'-

Rまでの開発 ･生産が試みられる13).

② 他方,開発に成功した企業に対し ｢(特許等による)独占権が認められる経済制度｣で

は,企業は開発成功利潤が大きい順に,即ち,新財の開発 ･生産はαAlを中心とする新財

から順に優先され,その対象となる新財もaml≦aL≦aM,の飯岡に限定される｡

③ 第9回の ｢網かけ｣で描かれたFI関数とSd関数との差額部分は ｢独占による死荷重｣

を表わしている｡ここで注意しなければならない事は,｢独占による死荷重｣は,新財の

出現から生じる稔余剰 (sv.-NJ)に比べると比較にはならない程度に少ないということ

である14)｡

12) 恥とsQはα-1以外では交差しない｡

13) α卓は関数S,Jと直線N/との交点に対応するαIである｡

14) Sd一erer(1980)p465によると.アメリカの独占による死荷重はGNPの0.86%であると推計され

ている｡
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第9回 各関数の統合

O aml α.如 aS αk 1

UR,-Upi+N URT-FI+N-Nl>N-ー FL>Nf
打諾--汀vL- Nf SA-US,+城 -SvJ+N-NF>N ◆-I SQL>NJ

◎ とりわけ,独占企業によっても市場化されない0<αJ<α"1の新財では,潜在化してい

る純社会的余剰は無視しえないほど大きい｡このような新財が多数潜在化している経済は,

相当な経済的豊かさを実現できていない経済である｡

以上から,｢家計と企業の分離型モデル｣では,市場原理による新財の開発 ･生産の優先順

紘,耗消費者余剰基準,あるいは純社会的余剰基準とは異なることが示された.このことは,

例えば,資金制約から (新規)独占企業での新財閥発の対象数が限定される場合,市場原理で

紘,｢悪い新財｣が ｢良い新財｣を駆逐するということが十分起こりうるのである.これは,

社会的にも消費者からみても,必要で十分に価値がある財が市場化されない現象を説明するも

のである｡

Ⅲ.二部料金制

前節の④で指摘した点は,潜在化している新財の開発 ･出現を分析する際の重要課題である｡

o<aJ<a机 というような新財 α/は教占企業によっても供給されないが (利潤が ｢負｣とな

る),耗消費者余剰 UvJは相対的に大きいOそこで,独占企業が新財 α)から生じる大きな消費

者余剰の一部を獲得することによって新財が供給され,各主体に利潤と純消費者余剰が実現で
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きる可能性はあるのだろうかC例えば,｢(常葉の価格弾力性 eJと同方向に動 く)aJが小さい

方が15),二部料金制 (two･parttariff)16)を採用することによって,独占企業が消費者余剰の

一都を獲得できる可能性が高い｣ということが言えるだろうか｡

さて,独占企業が各消費者に提示する二部料金制とは

(r p'x' 止 X''01fXj=0

の形式のものである｡tは基本料金あるいは購入権を示す ｢会見料金｣を表わしている17)｡

これまでの前提は ｢企業は給需要関数を知っているが.これを構成する個別需要関数を知ら

ない｣ということである｡このような状況下で,独占企業は二部料金制の提示に際して,個別

需要線をどのように想定すれば,最小のリスクで最大の期待利潤が獲得できるだろうか｡第3

図で示されたように,捻需要線は一般に ｢多様｣な個別需要線の集計であり,しかも多様であ

ればあるほど各消費者余剰も多様となる｡このような状況では,各純消費者余剰から独占企業

への所得移転を目的とする二部料金制 (非線形料金と呼ばれる)が成功するかどうかは,相当

の情報がない限り (理静的に株.厳しい前渡条件を設定しない限り)予見できない｡以下では,

この間愚を二つの方法で考察する｡

1.総効用関数の均等分割のケース

いま,独占企業が財XJに対する個別効用関数を全く知りえないとき,独占企業は ｢捻効用

関数が加算的な同じ効用関数から構成されおり,その構成数はⅣ(>1)である｣と想定すると

仮定しよう ユ8)C

この条件のもとでは,個別効用関数 ‡〃 と予算制約条件は,

(皿-1) U/=XJa'J/廊+Lft Subjectto I+PJXj+LJL-N

となる｡これより,個人の需要関数は

(町-2) PJ=aJX/qJ-1/廊

となる｡以上から,一人の消費者に対する二部料金制のもとでの独占企業の利潤は,

(Ⅲ-3) 7rj-P/X/+i-(Xj十N/)-XJL(pJ-1)-N,+i

15) aJは需要の価格弾力性eJとeJ=1/(1-DEJ)の関係にあり,aJとEJは同方向に動く0

16) 必要条件として ｢新財の再販売が不可能JD

17) 独占企業は,一度捷示された二部料金表を変更しないと仮走する｡補足すると,もし変更が許され

ると,独占企業と消費者との問で複雑な駆け引きが生じ.結局.利潤が減少すると仮定する｡(Kreps

(1990)ch19参照)｡

18) 総効用関数が,Nではなく,独占価格での需要量Xn,*)で分割した r加算的な同じ効用関数｣からな

ると想定しても結論は変らない.その他の例として,個人の効用関数がが′Fであり,このときの総

需要関が数rh=,q'訂=3,qとなるケースも考えられる｡このとき.個人の需要関数の価格弾力性は1/(1

-α/斤)となり,(不変の生産費用-1として)当該独占企業価格はP,=RF/qlとなる｡
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となる｡このとき,利潤最大化価格は

(Ⅲ-4) P)令-1/aJ

となる｡

次に,各消費者の需要量は,(Ⅲ-2)と(Ⅲ-4)より,

(tD-5) XJ*-(a,-2RF)-1′(1-aJ'=(α2'tllq′')斤-1′(llqJ'-XiRF-1(llaJ'

となる｡したがって,捻需要は

(Ⅲ16) XJ-XJL*RF-xN',府-a,/tL-q･'<Xi

となる.また,二部料金制のもとでの給需要は,独占需要XLより少なくなる｡

次に,二部料金制が実効可能であるためには,さらに次の二つの条件を満たす必要がある｡

その一つの条件は,各消費者の鈍消費者余剰が J以上であること,即ち,

(x,I-)aJ/面一pJ*x/*≧i

(ロー7) t≦(Xm*,qJ-aJ~lXn.*J)N~l′11~αJ)>0,

Hu…(Xn.*,aJ-aJ-1XM+,)N-1′̀1~4'' dHJdαJ<0,

1imHu-(110)N~1-N-1, ュlmHu=(cll/2-C-2)0-0
I-O o1-L

である｡もう一つの条件は,独占企業の利潤が ｢非負｣になること,即ち,

nj*-pJ書xj*+tN-(xj*+N/)-X,'(1/aJ-1)-N/+tRF≧o

(Ⅲ-8) L≧(N/N-X,"*JN~1′̀1-a''(1/Dr}11))

H.=Nf/NIX,,～,N-1/(1~aJJ(1/crJ-1)

H.-Nf/N-aJ(l'aJ)ハトaJINll/(I-ql)+x諾,N~1/u-crj)

limH.=N//N-0×N-1+0×0岩N//N.tr-0

llm

である (第10図参照)｡

H.=Nf/N-e-2×o+cIBxO-Nf/N

次に,この二つの制約条件がaJとどのような関係にあるかを調べると,

(Ⅲ一9) H=Hu-Hq-府 -1′(1-α,'(Xm*pJ-α1-1X孟+aj-1X孟一X ま,)-Nf/N

三好 -1′'ト αノ'(Xm*Ja･-Xm'J)-Nf/N

limH-EF-1x(110)-Nf/N=N-I(1-N/),
α･●0
1imH-0×(C-I/2-e12)-N/N=-N/N
I)l･L

(Ⅲ110) dH/dα)=(d府 -1̀1-aJ'̂daJ)(Xm*rJ-XM8,)

+57-i/̀1-aJ'(dXM'Ia,ldα/-dXm*/dαJ)<0

が導かれる｡即ち,Hはα,の減少関数で,叫-0のときHの極限値は斥ll(1-N/)となり,

叫-1のときHの庵限値は (-N//N)となる｡

以上より,総需要関数の均等 府分割を想定すると,独占企業は以前と同じ独占価格PEを

提示し,会貞料金 tの上限はHy,下限はHwとなる｡ この範田内のtの二部料金制を採用する

ことによって,独占企業は新財の市場化が可能となる｡会見料金 tの設定余裕乾田H…Hu-
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第10回 二部料金制でのJの改定余裕佐田

H.は,リスクへの対応可能度とみなすことができる｡HはaJの減少関数なので,ajが小さ

いほどtの設定余裕範囲も大きく,リスクに対し強いと青える (第10図参照)｡ このことは,

二部料金制のもとで,価値ある新財の順に市場化されるインセンティブがあることを意味し望

ましい結果といえる｡ここで,例示モデルから観察できる特徴 (モデルは外生変数α,Nf,N,
だけから構成されている)をミュレーションからみておこう｡構成数 RFの増加はα-0での

設定余裕範BilHを直接的に狭める｡N/はHwだけに含まれ直接に影響を与える｡会員料 Lを

下限のL-H.としたとき,独占価格に対するtの比率HJP]kは非常に小さいので,会貞料金L

の需要量への影響は少ないかもしれない.ただし,t-H.としたときの個人支出額pJ*x/事対

するtの比率Hだ/PJ*xJ*は (αp,l以下の乾田で)数倍から0.4狸虎を示す (第1表参照)｡

第 1表 二部料金制での各消費者負担 (tz=H*ケース)

江) NJ-006,NZ10.鮒 では(二部料金制でない)
独占利潤 汀もが ｢正｣
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2.純消費者余剰がランダムに分割されるケース

独占価格PM*,のもとで財XhJを購入する ｢消費音数｣が予想できれば,独占企業は (ある条

件下で)純消費者余剰 UpJから獲得可能な期待値を求めることができる｡簡単な例で説明しよ

ぅ｡今,純村費者余剰を100,消費者数をk とする｡純消費者余剰100がラシケム こ原人の消

費者に分割され帰属していると想定すると,平均値 (100/斤)以下の純消費者余剰をもつ期待

消費者数は半数 (廊′2)である｡消費者-人当たりの会員料が fのとき,純消費者余剰がt以

下となる消費者数を府 とすると.

(100/N):Nj2-i:N

N=(NR)(〟(100/N))-N2L々00

となる｡このとき,独占企業の期待純消費者余剰獲得量 Tは

T-(NIN)i-N卜 N2t2/200-Nt(1-N〝200)

となる｡ここで,Tをtで微分して最大化すると,ほ t*-100ノ府 に設定したときTは最大に

なる｡この最大値 T書を求めると50になる｡一般に,独占企業は二部料金tを平均耗消費者余

剰 t書に設定することによって,純消費者余剰 UpJの半分を獲得できると期待できる｡ただし.

これは期待値であり,I)スクを伴うoこの概要を知るために, ミュレーションをした結果が第

2表である｡第2表の各列は,会貞料 t.各消費者の純消費者余剰 Uvが t未満の平均消費者

数をN,Nの標準偏差,独占企業が獲得できる期待総会見料 T,を表している.なお,最適

選択 f*-10での,残 りの半数 (k一府)がもつ期待耗消費者余剰は72.69- 標準偏差7.42

- となり,そこから50を企業が獲得することになる (これらの数億は%表示でもある)｡

第 2衰 ランダムな場合の二部料金

注)純消女者余剰UpJZ100.財XJの消筆者致N=10.従って平均純消費
者余剰-10となるケースで,各就行は50回である.

令,二部料金制により需要量がβ×100%(0<β<1)に減少すると,当該企業利潤 wJ'は,

19) (Ⅲ-ll)の右辺中括弧 lfが ｢負｣となる条件を求める02logcrJ<-(1+2β)(1-αJ)/(1+
2βaJ)より,両辺の値は,a=1のとき,0となる｡従って.0<α<1において両辺の微分が.2/qJ>

(1+2β)2/(1+2βaJ)2でなければならない｡これより.y=8β2α21(2β-1)2or+2が,①【Y>0:Va)

② yの対象軸が1以上,の条件からβの救国を求める｡
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打J*=伽 V,+ U",a-N/-FJ岬al/tL-aJ)+aTJ/(トal)〟)-Nf…FJ¢J-Nf

となるOここで,≠J=((2βcrJ+1)乃αJ)aJL'11~qJ'と整理し,計算すると

(町-ll) dd/daFFJ¢J(1-α/)~lf(1+2β)/(1+28aJ)+2(1-aJ)~llogLrJ)<0

となる｡従って,αJが小さいほどリスクを考慮しても市場化の可能性は高い｡このことは,

二部料金制のもとでは,価値ある新財の順に市場化号れるインセンティブがあることを意味し

望ましい結果といえる｡ただし,この場合,潜在的消費者の半数が当該市場から追い出され,

新財がもたらす純社会的余剰の大半を独占企業が手にするという結果を招く20)o

お わ り に

先進国では新財の開発 ･生産が,また発展途上国では先進国の財一 当該国では新財- の

輸入 ･生産が,経済成長の原動力である｡豊富な財と財種に満たされた先進国においても,し

ばしば ｢価値ある財｣｢必要な財｣が必ずしも市場化されていないという疑問をもつ｡この蘇

文では,完全競争や (線形価格を設定する)独占という ｢市場原理｣だけでは,潜在的に価値

ある多数の新財が市場化されないことを示した｡他方,独占企業が二部料金制を採用すれば,

(潜在的に)価値ある財の順に市場化される可能性を示した｡ただし,後者のケースでは.蘇

財がもたらす純社会的余剰の大半を独占企業が手にすることになり,社会的規制が必要になる

かもしれない｡

この論文で焦点をあてた ｢新財の出現と固定費用Nfの関係｣の現実的含意妹,発展途上国

に関しては輸入政策,それに対する先進国の技術および資金援助政策の違いが,他方,先進国

においては,新財開発の科学 ･技術政策および補助金の違いが,｢新財の出現｣をとおして各

国の経済成長と ｢豊かさ｣の増加に大きな影響を与える事を示唆するものである21)0
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